
http://www.shotengai-kanagawa.com/
●発行所：公益社団法人 商連かながわ　〒231-0015 横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター3F　Tel.045-633-5184

●発行人：岡野誠一　●年3回発行 1部：200円/年間：600円

かながわ商店街・おみせ新聞No.
373

1　かながわ商店街・おみせ新聞 平成31年4月号 No.373

5県外先進事例
空き店舗ばかりの長屋をまるごと再生
新潟・沼

ぬっ た り

垂テラス商店街

2
3情 報 商店街が申請できる行政の支援制度、

キャッシュレス化等への支援について

4商 店 街 外からの開業者が新風を吹き込む
三崎銀座通り商店会（三浦市）

8お 店
アルファクロス（川崎市多摩区）
Maresco（マレスコ）（逗子市）
熊沢米店（伊勢原市）

《
事
業
費
を
補
助
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

★
商
業
者
の
生
の
意
見
を
集
め
情
報
共
有
し
ま
す
！

【
商
店
街
動
向
調
査
事
業
】

　
県
内
商
店
街
の
モ
ニ
タ
ー
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

《
新
規
モ
ニ
タ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
》

★
商
店
街
等
の
優
れ
た
取
組
を
表
彰
し
ま
す
！

【
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
】

　
県
内
の
優
れ
た
商
店
街
や
大
型
店
等
の
取
組

を
表
彰
し
ま
す
。
今
年
度
で
第
8
回
目
の
開
催

で
す
。

《
8
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
》

★【
表
彰
事
業
・
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
】

　
商
店
街
役
員
や
優
良
従
業
員
等
の
表
彰
、
ま
た

各
地
域
の
商
店
街
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
支
援
し
ま
す
。

《
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
優
れ
た
作
品
を
表
彰
し
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
後
援
を
し
ま
す
。
随
時
受

付
中
》

4
月
よ
り
募
集
を
開
始
し
て
い
る
事
業
も
あ
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
面
に
も
関
連
記
事
を
載
せ
て
い
ま
す
。

事
務
局
:
0
4
5

−

6
3
3

−

5
1
8
4

★
商
店
街
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
す
！

【
商
店
街
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
事
業
】

　
行
政
等
に
要
望
活
動
を
行
う
と
共
に
、
各
地

で
商
店
街
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

《
各
市
町
の
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
等
で
エ
コ
バ
ッ
グ

配
布
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
》

★
商
店
街
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
！

【
商
店
街
実
態
調
査
事
業
】

　
商
店
街
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
関
す
る
調
査

を
、
県
内
約
70
の
商
店
街
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

《
5
月
中
旬
か
ら
商
店
街
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
》

★
消
費
者
向
け
商
店
街
サ
イ
ト
を
充
実
さ
せ
ま
す
！

【「
商
店
街
に
行
こ
う
in
か
な
が
わ
」ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

　
商
店
街
と
各
個
店
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
ま
す
。

《
商
店
街
や
お
店
の
情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
す
》

★
商
店
街
と
地
域
活
動
団
体
と
の
連
携
活
動
を
支
援
し
ま
す
！

【
商
店
街
地
域
連
携
事
業
】

　
商
店
街
が
行
う
地
元
の
町
内
会
や
、N
P
O
、

大
学
な
ど
と
の
連
携
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
か
な
が
わ
商
店
街

観
光
ツ
ア
ー
」
は
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
県
内
の
商
店
街
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
と
い
う
点
で
一
定
の
効
果
を
得
ら
れ
た
た
め

「
か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
委
員
会（
※
県
と

県
内
5
経
済
団
体
で
構
成
）」を
こ
の
3
月
末
で
解

散
し
、
今
後
は
神
奈
川
県
か
ら
の
受
託
事
業
と
し

て
商
連
か
な
が
わ
が
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
事
業
を

担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

商店街観光ツアーをやって
みたい、手伝ってほしい、な
どありましたら今後もお気
軽に商連かながわにご連絡
ください！

商
店
街
観
光
ツ
ア
ー
が
新
し
い
委
託
事
業
に

商
連
か
な
が
わ
平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）事
業

商
店
街
ツ
ア
ー
の
支
援
は
こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
行
い
ま
す
！

商
店
街
観
光
ツ
ア
ー［
神
奈
川
県
委
託
事
業
］
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経済産業省
関東経済産業局
委 託 事 業

相談無料・秘密厳守 !!

公益財団法人
神奈川産業振興センター

神奈川県事業引継ぎ支援センター

神奈川県事業引継ぎ支援センターは、次世代へ事業を繋げるた
めの様々な課題解決を支援する公的な相談窓口です。

お店を後継者に継がせること
になったが、どのような手続
きをしていけばよいのか？

自社を他の企業に譲渡し
たいがどのように進めて
いけばよいか？

TEL：045-633-5061（直通）FAX：045-633-5077

横浜市中区尾上町5-80　神奈川中小企業センタービル12階
〒231-0015

2019年10月1日から、消費税の税率が引き上げられ、軽
減税率制度が実施されます。
標準税率10％と、飲食料品に係る軽減税率8％について
□帳簿・請求書等を税率ごとに区分して記載することが
　必要となります。
□レジや受発注システム・会計システム等の導入・改修・入
替えが必要になることがあります。

消費税の軽減税率制度への
対応には準備が必要です！

軽減税率制度に関する情報は
国税庁
ホームページ内

平成31年度（令和元年度）、商店街で申請できる
行政の支援制度について［国・県のトピックス］

（まずは、商連かながわにご相談ください。045-633-5184）

【国・全国商店街支援センター】
　全国商店街支援センターは、商店街活性化のための様々な支
援メニューを揃えています。商店街や地域を支える繁盛店づく
りや人材育成、活性化へ向けての商店街のプランづくりや新し
い取組の企画実行等をサポートする事業を無料（原則）で提供
しています。
※下記以外のメニューもあります。
http://www.syoutengai-shien.com/

★繁盛店づくり支援事業
　集客力・販売力のある個店をつくることで活性化を目指す商
店街のための事業です。個店の魅力アップのノウハウを提供し
つつ、商店街を担う人材の育成や組織力強化も図ります。店頭
での実習や座学、意見交換会などが実施されます。

 ★トータルプラン作成支援事業
　ビジョンやプランを作成することで、活性化の第一歩を踏み
出そうとする商店街のための事業です。ワークショップで課題
を整理し、実行しやすい計画を作成します。初めてのプランづ
くりから既存プランのブラッシュアップまで幅広く対応します。

申込期間…原則毎月1〜15日を募集期間とする

問 合 せ…㈱全国商店街支援センター
　　　　　03-6228-3061

【県】
★商店街魅力アップ事業費補助金
　商店街の集客力の強化を図るため、インバウンド対応、未病
改善、共生社会の実現に向けた取組、キャッシュレス化の取組
など、商店街が自らの魅力を高めるために行う事業を支援しま
す。

対　　象…�商店街団体、商工会議所・商工会、商店街団体を主
たる構成員とする実行委員会等

補 助 率…①賑わい創出事業……事業費税抜金額の1／3以内
　　　　　②重点取組事業………事業費税抜金額の1／2以内
　　　　　　��（インバウンドへの取組／未病を改善する取組／

共生社会の実現に向けた取組）
　　　　　�補助額の上限は300万円、補助対象経費の下限額は

50万円
　　　　　�※ただし、重点取組事業のうち、「共生社会の実現

に向けた取組」の下限補助対象経費は30万円

募集期間…終了（〜4/15まで）

★  商店街インバウンド受入推進事業・キャッシュレス
推進事業

　商店街での外国人観光客の円滑な受入を支援するため、受入
対応方法等に関する講習会を開催します。また、商店街等へ
キャッシュレスサービスを普及させることで、利用者の利便性
向上と事業者の生産性向上を目指せるよう支援します。

対　　象…商店街団体、商工会議所・商工会、市町村　等

支援内容…①商店街インバウンド理解促進セミナーの開催
　　　　　②�商店街や個店等を対象とした受入方法を学ぶ「買

い物サポート講習会」の開催
　　　　　③�キャッシュレス推進セミナーの開催
　　　　　※開催希望がありましたら、ご相談ください。

★商店街パワーアップ支援事業（アドバイザー派遣）
　県の補助制度を活用するなど意欲的な商店街団体等に、専門
家を派遣します。自己負担はありません。

対　　象…商店街団体

申込期間…随時

★若手商業者連携促進事業
　商店街の次代を担う人材の育成のため、コーディネーターを
派遣し、地域商業の担い手を育成します。自己負担はありません。

対　　象…�既存の商店街活動や地域・業種にとらわれない若手
商業者のグループ

申込期間…随時

問 合 せ…県商業流通課商業まちづくりグループ
　　　　　045-210-5612

〈お知らせ〉
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商
連
か
な
が
わ
の

推
せ
ん
会
社
・
道
路
・
駐
車
場
整
備
　前
田
道
路

・
街
路
灯
　
日
本
街
路
灯
製
造

・
ア
ー
ケ
ー
ド 

日
米
ア
ー
ト
ム

・
印
刷
　
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷

・
L
E
D
　
イ
ニ
シ
ャ
ル
ベ
イ

株
式
会
社
イ
ニ
シ
ャ
ル
ベ
イ

担
当
者
：
営
業
部
長
　
土
屋
　
俊
一

住
　
所
：
横
浜
市
南
区
花
之
木
町
3

−

54

　
　
　
　
N
T
T
横
浜
南
ビ
ル
1
F

電
　
話
：
0
4
5

−

3
1
5

−

6
1
0
5

商
店
街
を
支
援
す
る

商
連
か
な
が
わ
の
推
せ
ん
会
社
紹
介

当
会
は
、
商
店
や
商
店
街
（
会
員
）
の
店
舗

や
共
同
施
設
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
な
ど
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
企
業
を
選
定
し
推
せ
ん

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
く
認
定
を
受
け
た

会
社
を
紹
介
し
ま
す

は
、
電
気
工
事
士
に
依
頼
し
な
く
て
も
交
換
で
き
る

の
で
、
工
事
費
が
か
か
ら
ず
、
好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
取
付
で
き
ま
す
。
ま
た
L
E
D
は
紫
外
線
を
出
さ

な
い
の
で
、
商
品
の
日
焼
け
防
止
や
虫
が
寄
っ
て
こ

な
い
な
ど
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

◎
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

す
で
に
弊
社
の
L
E
D
照
明
管
を
県
内
い
く
つ
か

の
商
店
街
・
商
店
で
導
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大

き
な
店
舗
を
お
持
ち
の
お
客
様
に
は
特
に
電
気
代
が

安
く
な
っ
た
と
の
声
も
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
商
連
か
な
が
わ
会
員
限
定
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

L
E
D
照
明
管
を
特
別
価
格
で
提
供
す
る
と
と
も

に
、
取
付
・
設
置
は
弊
社
に
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。
テ
ス
ト
設
置
も
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
エ
コ
な
店
づ
く
り
へ
、

�

L
E
D
照
明
管
等
で
お
手
伝
い
】

株
式
会
社
イ
ニ
シ
ャ
ル
ベ
イ

営
業
部
長
　
土
屋
　
俊
一
さ
ん

◎
ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
か
？

N
T
T
東
日
本
の
関
連
会
社
で
あ
り
、
主
に
電

気
工
事
・
電
気
通
信
工
事
を
得
意
と
す
る
会
社
で

す
。
近
年
は
エ
コ
事
業
と
し
て
L
E
D
照
明
管
の

販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
商
店
街
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

L
E
D
照
明
管
「
S
I
M
P
L
E
‒
T
U
B
E
」

は
、
既
存
の
蛍
光
器
具
に
電
気
工
事
な
し
で
そ
の
ま

ま
装
着
で
き
る
画
期
的
な
商
品
で
す
。

主
に
店
舗
向
け
の
商
品
で
は
あ
り
ま
す
が
、
商
店

街
ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
で
40
W
・
1
1
0
W
タ
イ
プ
の

も
の
を
お
使
い
で
し
た
ら
、
本
製
品
に
交
換
す
る
こ

と
で
、
既
存
蛍
光
灯
と
比
較
し
50
％
以
上
の
節
電
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
（
※
40
W
タ
イ
プ
の
場
合
）。

◎
同
様
に
、
個
店
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い

L
E
D
照
明
管「
S
I
M
P
L
E
‒
T
U
B
E
」

横浜市内の寝具店では、LED照明管「SIMPLE-TUBE」を店
内全域で導入。電気代の実質値下がり分で、経費をかけずに
蛍光灯をLED化できたようなもので、商品の色やけ防止にも
なったという。

え
て
自
身
の
知
り
合
い
に
、そ
の
魅
力
を
伝
え
、空

き
店
舗
に
次
々
と
呼
込
み
、
三
崎
エ
リ
ア
で
8
店

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
け
ら
れ
た
。
今
も
な
お
開
業

場
所
の
紹
介
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
言
う
。

先
に
入
っ
た
人
が
、
次
に
続
く
人
を
地
元
に
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
役
割
を
担
い
、
開
業
し

た
独
自
性
あ
る
専
門
店
が
新
た
な
顧
客
を
引
き
寄

せ
る
と
い
う
好
循
環
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

◎
地
元
の
店
と
新
た
な
店
が
力
を
合
わ
せ
イ
ベ
ン

ト
を
育
て
る

横
浜
在
住
の
、三
崎
大
好
き
な
女
性
の
発
案
で
、

安
原
さ
ん
達
が
当
初
15
店
で
開
始
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
M
I
S
A
K
I
ぐ
る
ぐ
る
春
ま
つ
り
」
は
、今
年

で
6
回
目
を
迎
え
、
今
や
90
店
が
参
加
す
る
も
の

に
育
っ
た
。
5
回
目
か
ら
は
三
浦
市
商
連
が
連
携

し
、
三
崎
の
大
半
の
店
が
出
る
と
言
う
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「
み
さ
き
開
拓
」。
マ
グ
ロ
以
外
に
も
三

崎
に
混
在
す
る
種
々
雑
多
な
魅
力
を
発
見
し
て
欲

し
い
と
の
趣
旨
で
あ
る
。
懐
深
い
港
町
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
人
達
が
、
掘
り
起
こ
し
、
創
り
出
す
三

崎
の
魅
力
は
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

（
執
筆
者
：
為
崎
緑
［
け
い
し
ん
神
奈
川
］）

◎
商
店
会
に
飛
び
込
ん
で
き
た
ヨ
ソ
者
が
交
流
再

開
の
き
っ
か
け
に

商
店
会
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
聞
く
た
め
に

秋
本
清
道
副
会
長
を
た
ず
ね
る
と
、
案
内
さ
れ
た

の
は
6
年
前
に
開
業
し
た
「
古
道
具
R
O
J
I
」

で
あ
る
。
店
主
・
安
原
芳
宣
さ
ん
が
、
オ
ー
プ
ン

半
年
前
か
ら
商
店
会
に
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
と
い
う

話
を
聞
き
驚
か
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
店
を
開
業

し
て
い
た
義
兄
を
頼
っ
て
商
店
会
の
門
を
叩
い
た

と
い
う
。
秋
本
副
会
長
に
、
開
業
前
の
新
参
者
の

受
入
れ
に
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
の
か
を
尋
ね
る

と
、「
彼
が
来
て
く
れ
た
事
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
途
絶
え
て
い
た
商
店
会
の
交
流
会
が
再
開
さ

れ
た
」
と
言
う
。
三
崎
は
、
従
来
か
ら
多
様
な
人

間
を
受
け
入
れ
て
き
た
懐
深
い
港
町
で
あ
り
、
そ

ん
な
町
に
根
づ
い
た
安
原
さ
ん
を
始
め
と
す
る
外

部
か
ら
の
開
業
者
が
、
今
新
風
を
巻
き
起
こ
し
つ

つ
あ
る
。

◎
外
か
ら
の
客
観
的
な
目
と
地
域
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
街
を
動
か
す

三
崎
港
沿
岸
に
立
地
す
る
当
商
店
会
が
、
マ
グ

ロ
船
の
出
入
港
の
減
少
に
伴
い
活
気
を
失
い
つ
つ

あ
る
中
、「
外
か
ら
来
た
者
の
客
観
的
な
目
で
、
街

や
商
店
街
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
古
く
て
、
港

町
独
特
の
荒
っ
ぽ
さ
も
あ
り
、
種
々
雑
多
な
魅
力

が
混
在
す
る
」
と
安
原
さ
ん
は
言
う
。
地
域
を
越

三崎銀座通り商店会
所 在 地：三浦市三崎3− 4− 11
会 員 数：54店
電話番号：046-881-3577

データ� DATA

マ
グ
ロ
船
の
減
少
に
伴
い
人
通
り
が
減
少
し
た

商
店
街
で
、
下
さ
れ
て
い
っ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
、

今
、
次
々
と
開
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
外
か
ら
三
崎
に
移
り
住
ん
で

き
た
「
ヨ
ソ
者
」
で
あ
る
。

「
三
崎
銀
座
通
り
商
店
会
」
（
三
浦
市
）

─ 

外
部
か
ら
の
開
業
者
が
新
風
を
吹
き
込
み
、
街
の
活
性
化
の
原
動
力
に 

─
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県
外
の
先
進
事
例
レ
ポ
ー
ト

空
き
店
舗
ば
か
り
の
長
屋
を

ま
る
ご
と
買
い
、
復
活
を
遂
げ
る

新
潟
・
沼ぬ
っ
た
り垂
テ
ラ
ス
商
店
街

廃
業
す
る
店
が
増
え
、
空
き
店
舗
ば
か
り
に
な
る

こ
と
は
全
国
的
な
商
店
街
の
課
題
の
一
つ
だ
。だ
が
、

新
潟
駅
か
ら
徒
歩
15
分
の
場
所
に
あ
る
「
沼
垂
テ
ラ

ス
商
店
街
」
は
、
若
手
商
店
主
が
奮
起
し
、
商
店
街

を
構
成
す
る
古
い
長
屋
を
す
べ
て
買
い
取
る
、
と
い

う
決
断
に
出
た
。
今
で
は
長
屋
に
は
様
々
な
新
し
い

店
舗
が
開
業
し
、
同
商
店
街
は
新
潟
市
内
の
新
名
所

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
は
、
商
店
街
の
管
理
会
社

（
株
）テ
ラ
ス
オ
フ
ィ
ス
の
高
岡
は
つ
え
専
務
取
締
役

に
話
を
伺
っ
た
。

【
過
去
の
繁
栄
、そ
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ
て

か
ら
の
復
活
】

沼
垂
市
場
通
り
は
、
か
つ
て
は
長
屋
7
棟
に
生
鮮

な
ど
の
店
舗
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
賑
や
か
な
商
店
街
だ

っ
た
。
し
か
し
近
年
は
近
隣
工
場
の
撤
退
な
ど
の
影

響
を
受
け
、店
舗
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
。

「
2
0
1
0
年
頃
に
は
完
全
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な

っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
高
岡
さ
ん
。
生
家
が
営
む
居

酒
屋
・
割
烹
の
「
大
佐
渡
た
む
ら
」
は
長
屋
の
向
か

い
に
あ
り
、
そ
の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
た
。

【
最
初
の
一
歩
は
、
自
ら
惣
菜
店
を
出
店
す
る
こ
と

か
ら
】

そ
し
て
高
岡
さ
ん
の
弟
で
「
大
佐
渡
た
む
ら
」
の

二
代
目
、田
村
寛
さ
ん
（
現
商
店
街
管
理
会
社
社
長
）

も
こ
の
状
況
を
何
と
か
出
来
な
い
か
と
考
え
た
。
そ

こ
で
ま
ず
、
自
分
で
店
舗
を
借
り
て
店
を
出
そ
う
と

思
い
立
つ
。
そ
れ
が
2
0
1
0
年
オ
ー
プ
ン
の
惣
菜

店
「
ル
ル
ッ
ク
キ
ッ
チ
ン
」
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
折
に
触
れ
て
出
店
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
2
0
1
1
年
に
家
具
と
コ
ー
ヒ
ー
の
店

「
I
S
A
N
A
」、
2
0
1
2
年
に
は
陶
芸
工
房
の

「
青あ
お
と
が
ま

人
窯
」
が
開
店
に
こ
ぎ
つ
け
た
。「
こ
の
3
店
が

揃
っ
た
こ
と
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
」
と
高
岡
さ
ん
は
言
う
。
沼
垂
市
場
通
り
に
興
味

を
示
す
人
、
出
店
し
た
い
人
が
徐
々
に
増
え
て
き
た

の
だ
。

【
空
き
店
舗
を
使
う
た
め
に
、会
社
を
設
立
。
長
屋
を

一
括
で
買
い
取
る
こ
と
に
】

し
か
し
次
の
難
問
が
立
ち
は
だ
か
る
。
長
屋
は
市

場
協
同
組
合
の
所
有
で
会
則
が
あ
り
、
借
り
手
が
増

え
て
も
全
員
が
出
店
で
き
な
い
状
態
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
高
岡
さ
ん
姉
弟
は
め
げ
ず
に
組
合
と
調
整
。

結
果
的
に
組
合
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
も
あ
っ

て
解
散
す
る
。
そ
し
て
二
人
は
2
0
1
4
年
3
月
、

新
会
社
（
株
）
テ
ラ
ス
オ
フ
ィ
ス
を
設
立
。
銀
行
か

ら
融
資
を
受
け
て
長
屋
7
棟
を
一
括
買
取
り
、
不
動

産
管
理
と
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

【
全
28
店
に
よ
る
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
が
誕
生
。地
域

再
生
大
賞
準
大
賞
な
ど
も
受
賞
】

と
て
も
思
い
切
っ
た
決
断
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

高
岡
さ
ん
た
ち
に
は
勝
算
が
あ
っ
た
。
事
実
、
1
年

後
に
は
長
屋
の
す
べ
て
の
店
舗
に
借
り
手
が
決
ま
っ

た
。
古
い
建
物
は
そ
の
ま
ま
に
、
雑
貨
店
や
工
房
、

飲
食
店
な
ど
若
手
経
営
者
が
入
居
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
で
独
特
の
内
装
工
事
を
行
っ

た
。2

0
1
5
年
、
既
存
店
4
店
を
加
え
た
全
28
店
舗

で
、
新
し
い
商
店
街
「
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
」
が
立

ち
上
が
っ
た
。
市
場
通
り
は
、
レ
ト
ロ
な
建
物
に
洒

落
た
お
店
が
並
ぶ
商
店
街
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
だ
。
2
0
1
6
年
に
は
「
地
域
再
生
大
賞
」
準
大

賞
を
受
賞
、
2
0
1
7
年
に
は
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
」を
受
賞
。
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

【
一
緒
に
や
れ
る
仲
間
に
出
店
し
て
も
ら
う
】

こ
う
し
た
復
活
劇
と
、
レ
ト
ロ
な
外
観
や
お
店
の

ブ
ラ
ン
ド
力
な
ど
で
商
店
街
は
各
メ
デ
ィ
ア
に
多
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
最
近
で
は
全
国
誌
に
も
観
光
名
所

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

現
在
も
出
店
希
望
者
が
絶
え
な
い
と
の
と
だ
が
、

高
岡
さ
ん
は
「
経
営
者
と
よ
く
話
し
合
い
、
一
緒
に

同
じ
も
の
方
向
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
「
仲
間
」

に
出
店
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
結
ぶ
。
同
商
店

街
が
、
新
し
い
手
法
の
新
し
い
商
店
街
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
覚
悟
を
持
っ
た
若
手
経
営
者
が
集
ま
り
、
こ

の
ま
ち
に
活
気
が
戻
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
金
を
か
け
ず
に
始
め
た

イ
ベ
ン
ト
で
活
性
化

村
上
市
中
央
商
店
街

「
が
ん
ば
る
商
店
街
77
選
」（
中
小
企
業
庁
）
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
商
店
街
。
約
20
年
前
か
ら
商
店
街

を
中
心
に
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
街
へ
と
変
貌
。「
美
し
い
ま

ち
な
み
大
賞
」（
国
土
交
通
省
）
な
ど
も
受
賞
し
た
。

1
9
9
8
年
に
「
村
上
町
屋
商
人
会
」
を
結
成
し
、

街
に
残
さ
れ
た
古
い
「
町
屋
の
公
開
」
を
始
め
る
。

2
0
0
0
年
に
は
、
各
店
舗
に
眠
っ
て
い
た
様
々
な

人
形
を
店
内
に
飾
っ
て
見
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
町

屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
」（
＝
写
真
）
を
ス
タ
ー
ト
。
今

年
で
20
回
目
の
開
催
。
お
金
を
か
け
ず
に
、
多
く
の

観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
後
の

町
屋
の
再
生
や
景
観
づ
く
り
な
ど
に
繋
が
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

（
詳
し
く
は
、
町
お
こ
し
の
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
加

工
食
品
店
「
千
年
鮭　

き
っ
か
わ
」
吉
川
美
貴
氏
の

著
作
「
ま
ち
づ
く
り
の
非
常
識
な
教
科
書
（
主
婦
の

友
社 

刊
）」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）
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で
、
一
つ
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
関
西
で
朝
焼
き

ど
ら
焼
き
で
有
名
な
和
菓
子
店
の
社
長
に
窮
状
を

告
げ
る
と
、「
お
い
し
い
ど
ら
焼
き
を
つ
く
り
た
い

の
な
ら
、
毎
朝
焼
か
な
け
れ
ば
あ
か
ん
で
！
」
と

怒
ら
れ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
出
会
い
は
、
何
も
徳
植
さ
ん
だ
け
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
で
き
な
い
理

由
を
並
べ
は
し
て
も
、
実
践
す
る
人
は
少
な
い
。

2
0
0
8
年
4
月
以
来
、
同
店
は
そ
の
教
え
を
守

り
続
け
、
い
ま
で
は
年
間
2
万
個
以
上
も
食
さ
れ

る
看
板
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
、カ
イ
ロ
ス
の
語
源
は
機
会

（
チ
ャ
ン
ス
）。そ
の
チ
ャ
ン
ス
の
神
様
に
は
前
髪
し

か
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、新
岩
城
菓
子
舗
は
そ
れ
を

つ
か
ん
だ
。
学
ん
だ
ら
実
践
、一
期
一
会
を
大
切
に

す
る

︱
そ
れ
が
繁
盛
の
要
諦
で
あ
る
。

人
口
1
5
0
万
人
の
川
崎
市
は
、
川
崎
駅
周
辺

に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
、
大
型
商
業

施
設
が
し
の
ぎ
を
削
る
日
本
有
数
の
“
伸
び
盛
り

の
ま
ち
”
だ
。
駅
直
結
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー「
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
プ
ラ
ザ
」の
年
商
は
日
本
を
代

表
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
そ
ん

な
繁
華
街
を
抜
け
て
、
駅
か
ら
歩
い
て
十
数
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
商
店
街
に
、
1
9
3
1
年
創

業
の
和
菓
子
店
「
新
岩
城
菓
子
舗
」
は
あ
る
。

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
父
の
つ
く
る
和
菓
子
が
好
き

で
、
和
菓
子
屋
の
娘
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
父
が
病
で
仕
事
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
菓
子
づ
く
り
の
経
験
も

な
い
ま
ま
店
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

そ
う
語
る
三
代
目
女
将
の
徳
植
由
美
子
さ
ん
は

1
9
9
9
年
、
銀
行
員
で
あ
っ
た
夫
と
共
に
店
を

継
承
。
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
が
、
応
援
し
て

く
れ
る
お
客
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
商
い
を
続
け

て
い
た
。

し
か
し
、
2
0
0
6
年
に
ラ
ゾ
ー
ナ
川
崎
プ
ラ

ザ
が
開
業
す
る
と
、
商
店
街
を
訪
れ
る
お
客
は
み

る
み
る
減
少
。
売
上
は
急
減
し
、
二
度
目
の
存
続

の
危
機
を
迎
え
る
。

「
四
代
目
と
な
る
息
子
が
修
業
に
出
て
い
た
の

で
、
彼
の
た
め
に
も
店
を
閉
め
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
何
よ
り
、『
お
い
し
い
わ
、
い
つ
も
あ
り
が

と
う
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が
い
る
か
ぎ

り
、
辞
め
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

打
開
策
を
見
つ
け
よ
う
と
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー

いつもお客様との会話が弾んでいる新岩城菓子舗の3代目、4代目
ご夫妻

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
有
り
⑬

商
業
界
　
教
育
企
画
部
長
　
笹
　
井
　
清
　
範

Q 2019年9月から消費税が10％になると思いますがそれまでに準備することはあ
りますか？

A�消費税が10％となる際に軽減税率制度が導入されますので、その対応が必要にな
ります

Q どのような対応が必要になるのでしょうか？
A�飲食料品や新聞を販売している場合、販売商品の税率が10％か8％の確認、請求書
やレシートに軽減対象品目の記載及び税率ごとの合計額の記載ができるか、使用し
ているレジが複数の税率に対応しているかの確認などが必要になります。

Q 飲食料品や新聞も販売していないので特段準備は必要ないでしょうか？
A�いいえ必要があります。販売はしていなくても飲食料品や新聞を購入している場合、
購入商品の税率や請求金額に誤りがないか確認をしておく必要があります。

Q 消費税の免税事業者の場合は軽減税率制度が導入されても関係ありませんよね？
A�いいえ、関係あります。消費税の免税事業者でも販売先が課税事業者であれば、軽
減税率制度に対応した請求書や領収書の発行が求められる場合があります。

Q 人手が足りなくて取引ごとの税率により区分経理を行うことが難しいのですがな
んとかなりませんか？

A�税率ごとに区分経理が困難な中小事業者には特例があります。
Q どのような特例でしょうか？
A�売上を税率ごとに区分することが困難な中小事業者は、売上の一定割合を軽減税率
対象品目として売上税額を計算することができます。

Q 売上の区分経理の特例の期間はいつまでですか？
A�2023年9月30日までの期間になります。
Q ほかにも中小事業者のための特例はありますか？
A�仕入を税率ごとに区分することが困難な中小事業者は、仕入れの一定の割合を軽減
税率対象品目として仕入税額を計算することができます。

Q 仕入の区分経理の特例期間はいつまでですか？
A�仕入れに関する特例は2020年9月30日までです。
Q どのような条件を満たすと中小事業者になるのでしょうか？
A�中小事業者とは基準期間（法人の場合は前々事業年度、個人の場合は前々年）にお
ける課税売上高が5,000万円以下の事業者になります。

Q 飲食料品や新聞の販売がある場合はレジの入れ替えが必要になるのでしょうか？
A�はい、多くの事業者は区分経理のためにレジの入れ替えの検討が必要になると思い
ます。従来のレジでも対応するには手作業での集計が必要になるので、その手間と
レジ導入のコストを比較して検討して下さい。

Q 2年前にこのコラムでレジ入れ替えのための補助金について教えてもらいました
がまだ利用できますか？

A�以前紹介した補助金はすでに終了してしまっています。しかし、レジの入れ替えに
ついて現在別の補助金があります。この補助金を受けるためには、2019年9月30
日までにレジの導入・支払いを完了し、2019年12月16日までに補助金を申請する
必要があります。こちらの補助事業は中小企業庁が行なっています。

Q レジ導入についていくらぐらい補助されるのでしょうか？
A�補助率は原則4分の3です。ただし3万円未満のレジ購入の場合は5分の4補助され
ます。レジ1台あたり20万円、券売機1台あたり20万円が上限になります。券売機
は補助金の対象ではありませんでしたが、2019年2月か
ら補助金の対象になっています。

Q 補助金対象者の条件はありますか？
A�対象者の条件は軽減税率の対象商品の販売を行っている
中小の小売事業者等になります。

公認会計士・税理士・行政書士　河野貴浩　info@kono-cpa.com

「小さなお店の節税対策〜賢く得をするには〜」◯32
「消費税が10％になるまでに準備することは？」
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 アルファクロス　（川崎市多摩区）

──他にない店舗空間・料理・接客サービスで
独自価値を追及するダイニングバー──

アルファクロス登戸店は小田急線・向ヶ丘遊園駅前のビル
3階に立地する。エレベーターの扉が開くと、広々とした空間
に、テーブル席、カウンター席やソファ席が並び、2台のダー
ツも置いている。「どのような用途にも柔軟に対応できる、楽
しい空間創りをしている」と井野大輔代表は言う。さらにイ
ンパクトあるのが、質のよい素材と手の込んだ調理法の料理
だ。耳に残るネーミングにもこだわった。「塩ハンバーグ」は
他にない味と口コミになり、3種類の海苔と生クリームの「岩
海苔のクリームパスタ」も、多くの人が注文する。これを生
み出した店長兼シェフは、実はアルファクロス武蔵小杉店に
足繁く通う客であった。明け方まで営業し、深夜3時まで食事
をオーダーできる当店にも、このように飲食業で働く人の来
店が多い。いわばプロも認める店だ。

そうした人気を支える3つめの要素は接客。井野さんは言
う。「来店したお客様が帰る時にま
た来たいと思われることは、当たり
前。人に紹介したい店と思わせるよ
うな接客サービスが理想」と。疲れ
ている人が多い時代にあって、お腹
ばかりでなく、心も満たされる店を目指した取組が続く。

住　　所：川崎市多摩区登戸2662−2　ヨシザワ第8ビル3階
［民家園通り商店会　所属］

電話番号：044-935-4569
営業時間：�19：00〜5：00　［定休日：年始のみ］
Ｕ Ｒ Ｌ：https://alfacrossnoborito.owst.jp/

 Maresco（マレスコ）　（逗子市）

──まだ知られていないイタリアの食を提供する
本物志向のレストラン──

イタリア港町料理のマレスコは、電線地中化で生まれ変わっ
た池田通り商店会の中ほどで、2018年6月にオープン。JR線・
逗子駅、京急線・新逗子駅から徒歩6〜7分程度の場所にあり、
海が近い。それが、ここに出店した理由だ。店名のマレスコ
は、イタリア語の「海」と「エキス」の組み合わせである。

店を切り盛りするのは、シェフの柳沢学さんとマネージャ
ーの後藤健人さん。「逗子の住民は食に対する関心が高い」と
後藤さん。その心をつかむために提供するのが、地場の魚介
類や野菜とイタリア食文化を融合させたメニューであり、日
本人向けに変えることなく、本物のイタリア式で、まだ皆が
口にしたことのない料理だ。代表メニューは「ムール貝と赤
エビの豪快蒸し」。魚介を味わった後、残った濃厚なスープを

パスタ料理に仕立ててもらえるのもユ
ニークだ。その際、パスタにはイタリ
ア・サルディーニャの「フレーグラ」も
提案している。そうした初めて食べる味
の感動が、ネットの口コミを賑わせる。
「今後は？」との問いに、後藤さんは、「もっと地域に根付

きたい。2人とも逗子の出身ではないが、地元のイベント等を
通じて仲間として溶け込み、そして気軽に扉を開けて本物の
イタリア料理を楽しんでもらえる店となりたい」と答えた。
オープンから1年足らずの当店のさらなる飛躍が楽しみだ。

住　　所：逗子市逗子7−3−49　クリオンハウス1F−B
［池田通り商店会　所属］

電話番号：046-827-7020
営業時間：�11：30〜15：00　18：00〜23：00　［水曜、第2木曜定休]
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.facebook.com/MarescoSaporeDiMare/

 熊沢米店　（伊勢原市）

──「美味しいお米でつくる健康」を
地域の人々に届ける──

伊勢原駅から徒歩5分ほどの商店街の中にあり、創業から約
110年の老舗が熊沢米店だ。新潟や山形を中心とした各産地の
お米を広く揃え、玄米から精米できる工場も完備し、店頭で
の精米もお手の物。昔ながらの「お米屋さん」だ。
「お米専門店は減っていて、今や競合はスーパーやネットシ

ョップですね」と、4代目の熊沢学さんが話してくれた。昔と
は違い、消費者は米店だけでなく様々な店で米を購入できる。
だが、それも逆に商機になると言う。「新しいお米の品種もど
んどん増え、新潟の「新之助」や宮城の「だて正夢」など全
国各地の美味しいお米がたくさんあります。当店のような専
門店なら品種によって異なる食感をじっくりお客様に伝えて
いくことができます」
『美味しいお米で健康にお手伝い』それが熊沢米店のコンセ

プトだ。熊沢さんは、お米の博士号ともいえる「お米マイス
ター」も取得、お米の美味しさを追
求するブレンド技術を磨いたり、地
域の食材とのコラボなど、やってみ
たいことは尽きない。お米の良さを
伝える伝道師のような存在として、
お店はこれからも、この地で元気に営業を続けていく。

住　　所：伊勢原市伊勢原2-4-17
［駅前中央商店会　所属］

電話番号：0463-95-0111
営業時間：�9：00〜20:30　［年始定休］
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.kumakome.jp/

キキララリリとと光光るる かかななががわわののおお店店★★
～他とは違うことに果敢に取り組む、挑戦心あふれるお店をご紹介します～

執筆者:為崎緑［けいしん神奈川］
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県と公益財団法人はまぎん産業文化振興財団では、国際的視野
に立つ商業従業者を育成するため、県内の商業（卸売業、小売業、
飲食業など）に従事する方をヨーロッパへ派遣します。

○応募資格　4月1日現在で20〜40歳の県内中小企業（商業等）の
従業員

○派遣先　ヨーロッパ2カ国3都市程度
○派遣時期　11月初旬〜中旬（8日間程度）
○参加費用　11万円（パスポート取得経費、保険料等の個人経費

は別途負担）
○募集案内　各市区町村の商店街連合会、商工会議所、商工会、

各地域県政総合センターなどで配布
○申込方法　所定の様式に必要事項を記載の上、5月17日（金）ま

でに決められた推薦団体若しくは県商業流通課へ提
出。詳しくは募集案内又は下記ホームページをご覧
ください。

○申し込み・問い合わせ　県商業流通課　電話045-210-5612
ホームページ
http://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2w/prs/haken25.html

商連かながわは組織強化・会員拡大事業の一環として、大型店
や商店街関連企業などに対して商連かながわの賛助会員として、
当会への加盟を呼びかけています。
このたび、イオンリテール株式会社南関東カンパニーが4月1日

より、賛助会員として当会に入会されました。
同社は、ショッピングモールの管理・運営などを行っているイ

オングループの中の一社であり、中でも「イオン久里浜店」は第
5回かながわ商店街大賞の、大型店部門で大賞を受賞しています。

また、推せん会社（賛助会員）としては、LED照明管の（株）
イニシャルベイが、認定されました。（詳しくは5面の紹介記事も
ご覧ください）

3月24日には、馬車道商店街（協）と伊勢佐木町1・2丁目商店街
（振）と横浜橋通商店街（協）の3つの商店街をめぐるツアーを開
催しました。
今まで5年間で70以上の商店街と企画をまとめて商店街ツアー

を開催してきました。どんな商店街でもツアーを実施することが
できますので、ご興味ある商店街（会）の方は、ぜひ商連かなが
わにご相談ください。
TEL：045-633-5184（担当：古性）

 第25回 神奈川県商業従業者
海外派遣団 団員募集 新会員のお知らせ（賛助会員）

 大好評の商店街観光ツアーを、
あなたの商店街でやってみませんか？

商連かながわでは、商店街や商店街連合会な
どが行っている、各種コンテストやコンクー
ル、イベント等などにおいて、優れた作品な
どの表彰を行っています。

例えば……
各地のハロウィンイベントで、仮装コンテストな
どを行う場合や、小学生の絵画コンテストなど。
そうしたコンクールなどに、賞状や記念品を
ご提供しています。
横浜市内の商店街プロレスを開催する商店街

にも、商連かながわは、賞状と副賞のお米券
を進呈しています。

みなさんの商店街でコンクールイベントがあ
りましたら、ぜひ「商連かながわ会長賞」をご
検討ください。こちらで表彰状と記念品等を
ご提供いたします。

ご希望の方は、商連かながわ事務局まで
ご連絡ください。
TEL：045－633－5184

商店街で行うコンクールなどに「商連かながわ会長賞」を出します！
〜コンクール事業、募集中〜

編
　集
　後
　記

ドブ板通り商店街（振）では、昨年
の7月にアームレスリング大会を行
いました。その中で当会は「商連か
ながわ会長賞」として上位入賞者を
表彰しました。


